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ICTのマストアイテム化による
戸田市の学びの改革

令和２年１月17日（金）学校ICT活用フォーラム



○東京都に隣接・交通至便
→新宿まで電車で20分

○人口 １４０,５７９人
（令和元年１１月１日現在）

○30歳代の子育て世帯増加
→平均年齢が40.８歳
→23年連続で県内一若い街

○ボートの街

○産業は特になし
→元は倉庫街・物流拠点

戸 田 市 の 紹 介

小学校12校・中学校６校
【児童数】 8,162人
【生徒数】 3,356人
【合 計】 11,518人



戸 田 市 の 紹 介

小学校12校・中学校６校
【児童数】 8,162人
【生徒数】 3,356人
【合 計】 11,518人

児童生徒の急増による
教室不足

地域に根ざした教育

多様なニーズに応じた教育

Society5.0の時代を見
据えた授業の質的転換

当面する教育課題



教育のICT化に向けた環境整備5カ年計画
（2018～2022年度）

ＩＣＴ環境整備方針での目標
●学習者用パソコン

3クラスに1クラス分程度

●指導者用パソコン
授業を担任する教師1人1台

●大型提示装置・実物投影機
100％整備

●超高速インターネット・無線LAN
100％整備

●統合型校務支援システム
100％整備

●ＩＣＴ支援員 4校に1人配置

戸田市の状況 ＜＜目標達成＞＞
●学習者用パソコン ３クラスに１クラス分 配備

Windows10 学校(18校)に720台(各校40台)
Chromebook 12小学校に2000台/6中学校に1080台
iPad 特支2人に1台(体育指導用含め260台)

●指導者用パソコン 教師１人２台配備
教師(指導者用) 各教室に1台
教師(校務用) 教師一人1台

●大型提示装置・実物投影機 全教室に配備

●超高速インターネット 全教室、体育館、武道場に配備
（インターネット,ネットワーク 1Gbps、高速無線AP）
●統合型校務支援 全校配備

出退勤/緊急連絡など含み活用
●ＩＣＴ支援員 全校に1人配置

ICT総合サポート 総合サポート・巡回・常駐など
授業支援 授業支援員による学校ICT活用をサポート

国のICT環境整備方針目標
●学習者用パソコン

3クラスに1クラス分程度

●指導者用パソコン
授業を担任する教師1人1台

●大型提示装置・実物投影機
100％整備

●超高速インターネット・無線LAN
100％整備

●統合型校務支援システム
100％整備

●ＩＣＴ支援員 4校に1人配置

戸田市の状況 ＜目標達成＞
●学習者用パソコン 3クラスに1クラス分程度

Windows10 学校(18校)に720台(各校40台)
Chromebook 12小学校に2000台/6中学校に1080台
iPad 特支2人に1台(体育指導用含め260台)

●指導者用パソコン
学習系指導者用タブレット型パソコン 全教室に1台
校務系教師用ノートパソコン 教師1人1台

●大型提示装置・実物投影機
全教室に配備

●超高速インターネット 全校の教室・体育館・武道場
（インターネット,ネットワーク 1Gbps、高速無線AP）

●統合型校務支援 全校配備
出退勤/緊急連絡など含み活用

●ICT教育支援……ICTを活用した授業の巡回サポート
●ICT総合サポート…ICT全般のサポート・巡回・常駐



本日お伝えしたいこと・私たちができること



・13日夕方、ついに補正予算の閣議決定がされました。これについて
は、各自治体は首長部局と教育委員会が一緒になって、今からしっ
かりと勉強して、学校の授業で十分活用できるよう危機意識をもって
準備しておく必要があります。さもないと、配備しても使われず（必要
性を感じず）、タブレットが文鎮化・死蔵してしまい、地域間デジタル ・

ディバイドが一層広がる危険性があると危惧しています。「もらえるモ
ノはもらうけど、使い方はあとから考えれば 」は絶対ダメです。

「令和元年度文部科学省 補正予算案の概要」
（文部科学省）

https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/h31/1408722.htm
○GIGAスクール構想の実現 2,318億円 学

校における高速大容量のネットワーク環境（校内
LAN）と、義務教育段階における一人一台端末
の整備について、令和5年度までの実現を目指し
まずは初年度として、整備を確実に実施する。



戸田市の花
サクラソウ

「どのような教育」を目指し、

「どのような学びを実現」するのか。

そのために
「どのような環境」を整備するのか

Why 
なぜ、ICTを活用するのか



未来社会は予測不可能性が加速度的に高まり、現在の延長線上にはない

未来社会は、教育が社会をリードすべき時代。教育を充実し質を高めることは、

地方創生とまちづくりの有効な手段。人づくりが、サスティナブルシティを創る

戸田市の教育改革のコンセプト

AIでは代替できない能力の育成と、AIを活用できる能力、つまり、

21世紀型スキル、汎用的スキル、非認知スキルを育成

産官学と連携した知のリソースの活用。それも、ファーストペンギンを目

指すことで、安価で効率的に、最先端の質の高い教育が提供されるはず



【学 校】
○年功序列や経験主義、前例踏襲、時代錯誤などに陥りやすい

○いわゆる“What to”は好まず、“How to”を求める傾向がある

○ビジョンを共有する知的雰囲気、指導法等を見直し創意工夫する余
裕や力量に課題がある

○チョーク＆トークの授業は健在で、稼働率の悪いパソコン室がある
○現状の授業においてICT環境がなくても何も困っていない

【教育委員会】
○チョークと黒板でよい授業ができない者にICTを使わせても無駄

○ICT活用によって何が実現できるのか、何をしたいのかが明確でな
いため財政当局を説得できない

○「決して流行に流されることなく不易の教育を大切にし、足元を固
め、凡事徹底を遂行し、平凡な中に価値を見つける教育の追求を」

○ディフェンスを重視する傾向に。基礎自治体は新たなことを行い難
癖を付けられるより、やらないできない言い訳をしている方が楽

学校や教育委員会の現状は？



○社会構造の変化を各学校で共通認識し、目の前の子供たちの実態を
踏まえ、どのような力を育てるか、学年や教科を横断して根本にさ
かのぼった議論を

教育改革のコンセプトの学校への落とし込み

○「社会に開かれた教育課程」は、目の前の社会の要請に受け身で対
処することではなく、子供たちや学校内外の力による｢未来の創造
を見据えた教育｣の実現を目ざすもの

○変化する社会の動きを教室の中に入れるため、産官学と連携した
様々な学び等のメニューを教育委員会で用意していく。授業改善、
校内研修、研究発表などで躊躇することなくフル活用してほしい



「どのような教育を目指すのか」

～変化の激しい時代を子供たちが
生き抜くために必要な

資質・能力を育成する～



１

３
２

戸田市が目指す「世界で活躍できる人間」の育成

世界に関心を持ち、地球規模で未来を考えることができる子

自分の力を他者や社会のために使いたいという意欲を持つ子

多様性を理解し、他者と協働して問題の解決に取り組める子

グローバル力
（Global Skill）

日本だけでなく
世界で共通の基本能力

異文化力
（Cross-cultural 

Skill）

他国と関わり
人や国をつなげる力

＝これからの変化の激しい時代を生き抜く力
○21世紀型スキル …変化への対応力

：課題解決能力、ITスキル、論理的思考力など

○汎用的スキル …応用力と実践力
：知識・技能を現実の社会で使いこなす力など

○非認知スキル …人間性と社会性
：やり抜く力、探究心、自己肯定感など

＝グローバル力を多様な社会で発揮できる力
○地球規模の視野 …柔軟で幅広い視野

○多様性の受容力 …違いを受け入れる力

○異文化コミュニケーション力
：語学力・会話力、自国や異文化の知識と理解





戸田市教育委員会

とだっ子 やり抜く力で 未来に夢を

新しい学びの創造とエビデンスの構築

ICTの積極的な活用とプログラミング教育の推進

新たな教育行政の取組

産 官 学 民 連 携 推 進 プ ラ ン 2019

多 様 性 に 応 じ た 教 育 の 推 進

豊 か な 感 性 と 情 操 の 育 成

体 力 の 向 上

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 充 実

生徒指導・教育相談の充実

迅速 先見 創造

放課後や家庭学習の充実

子供の貧困化の対応

各種調査分析によるEBPM

子ども大学･市民大学の充実

アクティブ・ラーニングの推進

戸田市版ＡＬルーブリックの作成

Intel® Teach等教員研修
キ ャ リ ア 教 育 の 充 実

経済教育・セサミストリート
カリキュラムの導入

理 数 教 育 の 充 実

Ver.1

国立スポーツ科学センター

英語教育の接続と充実 グローバル
言語研究所

Reading Skillsの研究

公益財団法人日立財団

ＰＢＬの推進



「どのような学びを実現するか」

～アクティブ・ラーニングの
視点からの授業改善～

ICT活用の意義



戸 田 市 Ｐ Ｅ Ｅ Ｒ カ リ キ ュ ラ ム の 開 発
～21世紀型・汎用的・非認知の３つのスキルを育成する小中一貫カリキュラム～

PEERとは「仲間」や「見つめる」ことを意味し、小・中学校がそれぞれに教育活動を行うのではなく、小・中学校9年間の
学びと育ちの連続性を重視する観点から、お互いを「仲間」として「見つめ合う」ことが肝要との思いを込めています。

rogramming
（プログラミング教育)

平成32年度から小学校に導入されるプログラミング教
育にベネッセ、インテル、Google、Microsoft等の企業
と連携し、「プログラミング的思考」と呼ばれる論理
的に考える力を育みます。

ｎglish
（英語教育)

全小中学校にALTが常駐し、小中一環英語教育を推進
しています。英語以外の教科等の指導の中で英語を活
用する「イマージョン教育」の研究も進めています。
小6,中3生に英検等の助成事業を実施しています。

conomic Education
（経済教育)

一般社団法人CEEジャパンと連携して、「考える習慣
」を身に付け、「質の高い選択ができる力」を育みま
す。難解な経済学や経営学とは異なって、「社会の仕
組み」や「経済の働き」について身近な題材を通して
体験的に学びます。

eading Skills
（リーディング・スキル)

国立情報学研究所の新井紀子教授と連携し、リーデ
ィング・スキル（基礎的な読む力）に関する研究を
行っています。リーディング・スキルと学力との関
係について分析し、それらを効果的に向上させる指
導法の開発などを進めています。



PBL推進体制

子どもたちがこれからの変化の激しい時代を生き抜くためには、課題解決能力や創造力など
の社会に価値を生み出す力が必要である。PBLは、こうした力を育てるために、子供たちが
貢献意欲や探究心を原動力としながら、主体的に、仲間と協力し、プロジェクトや課題解決
に取り組む学習形態のことである。

戸田型PBL(プロジェクト型学習)の推進
PBLとは

＜H30年度に実施した取り組み＞
○PBL先進校視察

・アメリカ High Tech High校
・香港日本人学校 IB校 etc.

○PBL教員研修
・FutureEdu Tokyo 共同創業者 竹村詠美様
・一般社団法人こたえのない学校 代表理事 藤原さと様

○PBL勉強会
・校長、指導主事、教員による勉強会を年6回開催

＜H30年度に実施した取り組み＞
○PBL先進校視察

・アメリカ High Tech High校
・香港日本人学校 IB校 etc.

○PBL教員研修
・FutureEdu Tokyo 共同創業者 竹村詠美様
・一般社団法人こたえのない学校 代表理事 藤原さと様

○PBL勉強会
・校長、指導主事、教員による勉強会を年6回開催

学校
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教育委員会
①指導用参考資料作成
②PBLルーブリック作成
③PBL担当の行政事務職員採用
④国内外への教育視察
⑤PBL勉強会の開催
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①モデル校による授業実践
②研究校による授業研究
③学校間の知見の共有

PBLの授業づくり例

平成３１年度「指導の
重点・主な施策」より

・子ども主導（教師はサポーター役に徹する）
・現実社会とのつながり（課題設定、活動内容、発表の場）
・産官学民との連携（社会の知のリソースの活用）

プレ・アクティビティ（本単元を理解するための活動）
にて、テーマへの理解深化や課題発見をする

実生活との
つながり

POINT 

POINT 

総合的な学習の
時間における
授業づくりの例

他者からの
批評に基づき、
企画案を何度

も推敲

課題を自分
ごととして

捉えるための
工夫

地域の方々や
専門家を巻き込
んだ本格的な

発表・実践の場

（
教
員
に
よ
る

の
自
主
勉
強
組
織
）
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子供たちにどのような学びが必要かを問い直す

政治、経済、社会、文化等様々な分野にわたってグローバル化が進展し、
異なる考え方や価値観をもつ人々と共生していくことが課題

・答えが一つではない学び ・価値のある協働的な学び
・教科横断的な学び ・予定調和ではない学び
・貢献意欲が高まる社会と関連した学び

PBL STREAM ESD SDGｓ



こ れ か ら の 戸 田 市 の 教 育 に つ い て
～学びの質を転換する授業改善の【守破離】～

①授業の目標を達成する子供のアウトプットを想定し、見通しがもてる課題の提示と、
アウトプットを誘発する資料等を提示する。

②学習課題、予想（見通し）、課題解決のための方策等、学習場面等に応じた
主体性を喚起する自己選択や自己決定の機会を設定する。

③学びの質を高めるため、机間指導時等の子供の反応の的確なキャッチ（Catch）と、
深い教材研究と育みたい資質・能力に基づく迅速なレスポンス（Response）を行う。

④子供が自分の考えや想いをアウトプットしやすく、
教師が児童生徒一人一人の取組を把握しやすい
ICT機器を積極的に活用する。

⑤板書は教師主導で予定調和的に作成するのではなく、
児童生徒が学びのプロセスを振り返ることができる
ようにICT機器と併用し、作成する。

教師は指導の「型」を模索し、様々 な「型」を身に付けることに努めてきた。「型」を獲得することは重要なことではある一方で、「型」
の形骸化に十分留意する必要がある。重要なことは、子供の声に耳を傾け、子供の「主体性」に基づく学びを目指すことである。

子供主体の学びには、自己の考え等を表現するアウトプットが不可欠である。その際、教師の役割は、子供のアウトプット
等が別の子供のインプットになる「アウトプットとインプットの対流」が生まれるよう「ティーチングからコーチングに」
重点を置く必要がある。また、子供のアウトプットを誘発する教師からの適切なインプットが重要なことは言うまでもなく、
「インプットとアウトプットのバランスをマネジメント」する必要がある。

教師主導のインプット重視から、子供主体のアウトプット重視へ





撮る・ためる 協働・ともにつくる

思考の共有・可視化 アウトプットベースの学び

調べる

なぜICTがマストアイテムであるのか？



公正に個別
最適化された学び

遠隔教育

プログラミング教育 EBPM

PBL（Project Based Learning）

特別支援教育

外国籍の児童生徒
の日本語指導

なぜICTがマストアイテムであるのか？



戸 田 市 立 小 中 学 校 の I C T 環 境 2 0 1 9
～Society5.0時代を見据えた自治体によるICT整備～

教師1人に2台
➢指導用・校務用
➢指導用デジタル教科書
➢大型モニタ
➢書画カメラ

教師1人に2台
➢指導用・校務用
➢指導用デジタル教科書
➢大型モニタ
➢書画カメラ

教師用PC教師用PC

児童生徒3人に1台程度配備
➢Windows機 【各PC室】 720台
➢Chromebook【可搬用】3080台
➢iPad 【特別支援教育用】 260台

児童生徒3人に1台程度配備
➢Windows機 【各PC室】 720台
➢Chromebook【可搬用】3080台
➢iPad 【特別支援教育用】 260台

学習者用PC学習者用PC

▶学習支援ツ－ル ▶プログラミング教育教材
・ミライシード ・Scratch,MakeCode
・ロイロノート etc 等を標準ブックマーク

Chromebook
個別ID／PASS

充電カート
40台を収納

業務改善
➢統合型校務支援システム
➢高速プリンター
（印刷時間70%削減）

業務改善
➢統合型校務支援システム
➢高速プリンター
（印刷時間70%削減）

校務支援校務支援

➢総合サポート
➢授業支援員
➢総合サポート
➢授業支援員

ICT支援員ICT支援員



戸田市の花
サクラソウ

各学校における実践事例

ICTで学びにどのような
変容が表れてきたか



プログラミング的思考を育む授業はALであり、

総合はこれからの学びの要です

プログラミング教育の実践事例
戸田市立戸田南小学校



音楽科の授業におけるICT活用事例
戸田市立戸田東小学校



プログラミング教育の実践事例
戸田市立戸田第一小学校



―戸田市立戸田第二小学校―



【よくある現状】
決まった教科書

決まった年間指導計画
落ちなく教えることに終始

【校内研究】
社会とのつながり

地域や企業との協力・連携

課題解決のために知識・技能を活用し、新たな価値を生み出す



創造性を高める要素

・課題発見力
・課題解決力
・論理力（自己表現力）
・主体性（深いワクワク）
・読解力
・自己分析力

・どのように関連させていくか
・伸びを見取る評価

→ICT
→ICT

→ICT（思考ツール）
→ICT

→ICT（リーディングスキル
→ICT（ルーブリック）

→ICT
→ICT（IGS AiGrow)



PBLを基軸とした創造性育成プラン





１人１台PC環境

教師

効果的な
活用

PC
ネットワーク
環境



➢基本となるICT活用は、教科書や教材等の拡大提示
➢効果的効率的なキャッチ＆レスポンスのツール

（教師が子供の学びのプロセス等を的確に把握し、適切にフィードバック）
➢協働的な学びや探究活動を充実させ、主体的・対話的で深い

学びを後押し
➢子供の新たな可能性を開拓

なぜICTがマストアイテムであるのか？



戸田市の花
サクラソウ

課題は今も山積しているが、

スタートアップを終えて…

どのように活用が拡がったか



○硬直化
・過云の成功体験に執着し、既得権益を手放さない
・よそ者や異質なものに不寛容で排他的

○自校では無理
・あの学校だからできるのだという冷めた態度
・ユニークな取組を安易に自校に取り入れても失敗する

○現状で何も困っていない
・困った教師や学校は、困ってない教師や学校

学校や教育委員会内のICT教育推進等の壁

○脆弱なICT環境からの脱皮
ICT技術は教育の場に「あった方がよい」という存在から、
「なければならない」ものへ。
→ 日々の授業の「マストアイテム」へ



ICT利活用における基本的な考え

○ICTが学力を上げるわけではない
・ICTはあくまでも手段（道具）に過ぎないが、「よさ」がた

くさんある

○日頃の鍛えこそがICTを活用させる
・「ICTはいつでも使える」ようになっていることが大切

（環境整備、スキル等）

○教師はもちろん子供たちに情報活用能力が備わっていること
が、教科等でICTを活用することの前提

・子供が操作に不慣れであるため、機器に振り回され、本来の
趣旨と異なるPC操作の学習になることがある。結果、操作が
簡単な写真や動画を扱う程度で、見た目の印象を意見交換す
る程度の浅い学びが行われる授業となるケースが多々ある
→ 実践回数を重ねることが何より大切



＝ × ＋

活用が進まないのはなぜか？

ICT活用の
促進

使い方が
わかる

使ってよさ
を感じる

「基本的な操作がわからない」

「活用の仕方がわからない」

「活用をどのように拡げていけばよいのか
わからない」

管理職のマインド
セットを変える

「ICT活用する意義を見い出せない」

「モノがある」は大前提



研修の充実
【リテラシー向上】
・Chromebook活用研修（各校）
・学習支援ソフト活用研修（各校）
・学校情報マネジメント研修（集合）

【マインドセットを変える】
・管理職対象ICT活用研修会
・カリキュラム・マネジメント研修会
・カリキュラム・コーディネーター研修会

教育委員会の支援（戸田市の場合）

ボトムアップの組織づくり
・プログラミング・ICT教育推進委員会
・教育センター研究員制度

活用の場の設定
・指導訪問における活用促進
・指導主事のICT活用（モデル化）

人的・物的支援

産官学と学校をつなぐ
コーディネート・コンサルタント
（新たに求められる指導主事の資質能力）



フューチャーインスティテュート
為田 裕行 様

【21世紀型スキル育成アドバイザー】

WiＬ 遠藤 慶太郎 様
【PBL・STEAM教育アドバイザー】

インテル 竹元 賢治 様
【PBL・STEAM教育アドバイザー】

産官学民と連携した教員研修の充実（一部）

リバネス 森安 康雄 様
【21世紀型スキル育成アドバイザー】

情報通信総合研究所 平井 聡一郎 様
【21世紀型スキル育成アドバイザー】



＜戸田市プログラミング・ICT教育研究推進委員会＞

目的：市カリキュラムの作成と各校における推進

構成：全小・中学校から各１名の委員（推進リーダー）

産官学民の有識者による監修・研究協力
放送大学 中川一史 教授 監修
ベネッセコーポレーション 研究協力

教員のボトムアップによる推進

PointPoint

➢委員は「ICTに長けている」
ではなく推進力のある者を

➢グッドプラクティスの横展開
（実践事例 ＋ 推進方法）

➢企業等と学校をつなぐ場



ICT活用促進に向けて（戸田市指導の重点・主な施策より）

戸田市教育委員会HPよりダウンロード可



Chromebook利用状況

アクティブデバイス数の監視アクティブデバイス数の監視
セットアップ

２学期開始
（８月２５日）

職員研修 研修終了

概ね1,200～1,500台で推移
※約80％の利用



おわりに

「どのような教育」を目指し、
「どのような学びを実現」するのか

そのために
「どのような環境」を整備するのか



ＧＩＧＡスクール構想の実現のための環境整備について

前提条件 令和5年度までに、学習系の一人一台のパソコン（タブレット）環境を整備するためのロードマップの一例です。
個人情報を伴う校務系のネットワークについては、今回は対象としていませんが、統合型校務支援システムを導入
していない自治体については、別途、導入について検討することを推奨します。（地方財政措置対応）

※学習系の環境については、各学校からインターネットに出るのではなく、市のデーターセンターに集約して、イン
ターネットに出ることを想定しています。
大規模な自治体では、学校毎にインターネットに出た方が良い場合もあります。

戸田市の例（３クラスに１クラス分のタブレットの整備）
①ネットワークの整備（公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金1/2補助＋地方財政措置）

・普通教室、特別教室、体育館へのLAN整備及びWi-Fi用アクセスポイントの整備
タブレット→アクセスポイント→インターネット上のコンテンツを利用するため。

②超高速インターネットの整備（地方財政措置）
インターネットに出るための環境整備。（回線の速度は、最低でも１Gが必要）
各学校と市のデーターセンターまでのイントラ回線の整備。

③大型提示装置の整備（地方財政措置）
各クラスに、デジタル教科書や児童生徒のPCの内容、コンテンツを映し出すために整備が必要。

④パソコンの整備（地方財政措置）
・指導者用パソコン（教師用） 小学校は、担任及び専科の教員等。中学校は、教科担任等に。その他予備等。
・学習者用パソコン（児童・生徒用） ３クラスに１クラス分の整備）

（クラスによって、人数が異なるため、40台を１クラス分としてセットする必要がある。） ※LTEモデル
・タブレットパソコンの充電保管庫の整備。（40台を1セットとして、そのセット数の台数が必要）

✩実際に運用するにあたり必要な整備
⑤利用するコンテンツ（ソフト）のライセンス（児童・生徒数＋教員数）（地方財政措置）
⑥ICT支援員やレッスンアドバイザー等、ＩＣＴに関するサポート体制の整備。（地方財政措置）

安定したＩＣＴ環境の維持とＩＣＴを活用した授業での支援体制が必要である。
✩その他（地方財政措置）

・タブレットについては、Windows機、Chromebook、iPadなどの選定、使用するプログラミング教材等のソフトウェ
アの選定も重要です。

・学習系の情報セキュリティ対策を整備する必要があります。
最後に、最も重要なのは、ICTの専門的な行政職員と指導主事等が一緒になって導入をする必要があるということです。

◎一人一台に向けた整備について（公立学校情報機器整備費補助金）

各学校の状況に応じて、一人一台環境を整備していく、令和5年度には、全学校が、一人一台環境になるよう、機器環境、

教育指導の両面で進めていく。

補
助
金
＋
地
方
財
政
措
置
（
地
方
交
付
税
対
応
）

全
て
の
自
治
体
で
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
化
が
必
須
と
な
る

1台、4.5万
円の補助

（民間団体
へ申請）



おわりに

ＩＣＴは「魔法の杖」ではないが
未来を生きる子供たちにとっての

マストアイテム



戸田市のEdTech推進チャート

EBPMの推進

学びの改革

働き方改革

異年齢・
異学年集団の

個別協働型授業
・英語学習
・特別支援教育
・不登校支援や放課後

補習授業

ICT・コンテンツを
活用したA.L.の推進

・ロイロノート
・ミライシード等

Class Lab Project
・「匠の技」可視化
・「ワクワク感」と

課題解決学習
・「睡眠力」と学び
（医療分野との連携）

学力調査の分析
力向上と活用

全国学調や埼玉県学調
の学校や教師のパフォ
ーマンス分析、優れた
指導法の発見

遠隔授業
遠隔研修

・香港日本人学校
・福島県西会津町

School Lab    
Project

専門家による教職
員の業務の仕分け

と働き方改革

ハイテク機器の実証

・超高速プリンタ、
校務支援システム

・デジタル教科書、
書画カメラ など

学びの個別最適化

・学びの履歴の電子化
・授業のつまずき解析
・家庭学習を含めた個

別習熟度別学習



御清聴ありがとうございました

戸田市教育委員会Facebook
よろしければ御覧ください
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